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(57)【要約】
【課題】無接点充電器の充電台に複数の電子機器を載置
した場合に、ユーザが各電子機器の充電状態を確認した
直後に、充電の優先順位を指定できるようにする。
【解決手段】以下に示す構成の携帯端末により、無接点
充電器による複数の電子機器の充電を管理する。即ち、
該携帯端末は、各電子機器と無線通信する無線通信部を
有する。また、該携帯端末は、無線通信部を介して各電
子機器の充電状態情報を取得する充電状態情報取得部と
、取得した充電状態情報をユーザに表示する充電状態情
報表示部と、該ユーザに、複数の電子機器の充電の優先
順位を選択させる充電優先順位選択部と、充電優先順位
選択部で選択された優先順位で各電子機器の充電が行わ
れるように管理する充電管理部と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無接点充電器による複数の電子機器の充電を管理する携帯端末であって、
　前記各電子機器と無線通信する無線通信部と、
　前記無線通信部を介して前記各電子機器の充電状態情報を取得する充電状態情報取得部
と、
　取得した前記充電状態情報をユーザに表示する充電状態情報表示部と、
　該ユーザに、前記複数の電子機器の充電の優先順位を選択させる充電優先順位選択部と
、
　前記充電優先順位選択部で選択された前記優先順位で前記各電子機器の充電が行われる
ように管理する充電管理部と、
　を備えた携帯端末。
【請求項２】
　前記無線通信はブルートゥース規格によるものであり、前記携帯端末がブルートゥース
のマスタ機、前記複数の電子機器がそれぞれブルートゥースのスレーブ機となり、
　前記マスタ機が前記各スレーブ機の充電を管理することを特徴とする請求項１に記載の
携帯端末。
【請求項３】
　前記各電子機器の充電状態情報は、前記各電子機器の電池残量情報を含むことを特徴と
する請求項１または２に記載の携帯端末。
【請求項４】
　前記携帯端末は、さらに、自身の充電を含めて管理することを特徴とする請求項１乃至
３のいずれか一に記載の携帯端末。
【請求項５】
　複数の電子機器を無接点で充電する無接点充電器と、
　前記無接点充電器による前記各電子機器の充電を管理する携帯端末と、
　を備えた、無接点充電システムであって、
　前記携帯端末は、
　前記各電子機器と無線通信する無線通信部と、
　前記無線通信部を介して前記各電子機器の充電状態情報を取得する充電状態情報取得部
と、
　取得した前記充電状態情報をユーザに表示する充電状態情報表示部と、
　該ユーザに、前記複数の電子機器の充電の優先順位を選択させる充電優先順位選択部と
、
　前記充電優先順位選択部で選択された前記優先順位で前記各電子機器の充電が行われる
ように管理する充電管理部と、を備えたことを特徴とする無接点充電システム。
【請求項６】
　前記無線通信はブルートゥース規格によるものであり、前記携帯端末がブルートゥース
のマスタ機、前記複数の電子機器がそれぞれブルートゥースのスレーブ機となり、
　前記マスタ機が前記各スレーブ機の充電を管理することを特徴とする請求項５に記載の
無接点充電システム。
【請求項７】
　前記各電子機器の充電状態情報は、前記各電子機器の電池残量情報を含むことを特徴と
する請求項５または６に記載の無接点充電システム。
【請求項８】
　前記携帯端末は、さらに、自身の充電を含めて管理することを特徴とする請求項５乃至
７のいずれか一に記載の無接点充電システム。
【請求項９】
　前記各電子機器は、それぞれ前記無接点充電器に充電制御信号を無線送信することによ
り、前記無接点充電器から前記各電子機器に供給される電力伝送を制御することを特徴と
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する請求項５乃至８のいずれか一に記載の無接点充電システム。
【請求項１０】
　複数の電子機器に対する無接点充電を管理する無接点充電の管理方法であって、
　前記各電子機器の充電状態情報を取得するステップと、
　取得した前記各電子機器の充電状態情報をユーザに表示するステップと、
　該ユーザに、前記複数の電子機器の充電の優先順位を選択させるステップと、
　前記選択された前記優先順位で前記各電子機器の充電が行われるように管理するステッ
プと、
　を含む無接点充電の管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末、無接点充電システム及び無接点充電の管理方法に関する。特に、
本発明は、複数の電子機器を充電対象とする無接点充電に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、複数の電子機器を同時に非接触で充電させることができる無接点充電器が知られ
ている。この無接点充電器では、２つの隣接するコイルを設けて、一方のコイルに電流を
流すと発生する磁束を介し、他方のコイルに起電力を発生させる電磁誘導を用いている。
【０００３】
　しかしながら、５Ｗクラスの仕様の無接点充電器では、同時には複数の電子機器を充電
することができない。そのため、複数の電子機器を充電する場合、充電台に載置された順
番で順次充電が行われることになり、充電の優先度をユーザの意志又は使い方に応じて決
めることができないという問題がある。
【０００４】
　そこで、特許文献１に開示された充電装置では、複数の被充電機器を充電する場合に、
充電台に載置された各被充電機器と無線で通信し、各被充電機器から充電設定情報を取得
する。そして、取得した充電設定情報に基づいて優先充電機器を検出し、検出された優先
充電機器を優先して充電している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－２２１０５号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】「無線電力伝送の研究動向と制御法」、Ｓａｎａｄａ　Ｌａｂｏｒａｔ
ｏｒｙ、２０１２．５．１０、［ｏｎｌｉｎｅ］、［平成２４年６月２５日検索］、イン
ターネットＵＲＬ　http://www.snd.elec.keio.ac.jp/sndgw/RESEARCH/research.files/W
iTricity/wirelesspowertransfar_control.pdf
【非特許文献２】「ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＰＯＷＥＲ　ＣＯＮＳＯＲＴＩＵＭ」、［ｏｎｌ
ｉｎｅ］、［平成２４年６月２５日検索］、インターネットＵＲＬ　http://www.wireles
spowerconsortium.com/jp/
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　以下の分析は、本発明により与えられる。
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載された充電装置では、各電子機器（被充電機器）側で
設定した充電設定情報に基づいて、優先充電機器を決めている。そのため、ユーザが充電
の順番を変更したい場合に、各電子機器側の充電設定情報を変更する必要があり、煩雑な
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ため、即座に対応することができない。
【０００９】
　そこで、本発明は、無接点充電器の充電台に複数の電子機器を載置した場合に、ユーザ
が各電子機器の充電状態情報を確認した直後に、充電の優先順位を指定することが可能な
無接点充電システムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の視点による携帯端末は、無接点充電器による複数の電子機器の充電を管
理する携帯端末であり、以下の構成要素を含む。即ち、該携帯端末は、前記各電子機器と
無線通信する無線通信部を含む。また、該携帯端末は、前記無線通信部を介して前記各電
子機器の充電状態情報を取得する充電状態情報取得部を含む。また、該携帯端末は、取得
した前記充電状態情報をユーザに表示する充電状態情報表示部を含む。また、該携帯端末
は、該ユーザに、前記複数の電子機器の充電の優先順位を選択させる充電優先順位選択部
を含む。さらに、該携帯端末は、前記充電優先順位選択部で選択された前記優先順位で前
記各電子機器の充電が行われるように管理する充電管理部を含む。
【００１１】
　本発明の第２の視点による無接点充電システムは、複数の電子機器を無接点で充電する
無接点充電器と、前記無接点充電器による前記各電子機器の充電を管理する携帯端末と、
を備えた、無接点充電システムである。前記携帯端末は、以下の構成要素を含む。即ち、
該携帯端末は、前記各電子機器と無線通信する無線通信部を含む。また、該携帯端末は、
前記無線通信部を介して前記各電子機器の充電状態情報を取得する充電状態情報取得部を
含む。また、該携帯端末は、取得した前記充電状態情報をユーザに表示する充電状態情報
表示部を含む。また、該携帯端末は、該ユーザに、前記複数の電子機器の充電の優先順位
を選択させる充電優先順位選択部を含む。さらに、該携帯端末は、前記充電優先順位選択
部で選択された前記優先順位で前記各電子機器の充電が行われるように管理する充電管理
部を含む。
【００１２】
　本発明の第３の視点による無接点充電の管理方法は、複数の電子機器に対する無接点充
電を管理する無接点充電の管理方法であって、以下のステップを含む。即ち、該無接点充
電の管理方法は、前記各電子機器の充電状態情報を取得するステップを含む。また、該無
接点充電の管理方法は、取得した前記各電子機器の充電状態情報をユーザに表示するステ
ップを含む。また、該無接点充電の管理方法は、該ユーザに、前記複数の電子機器の充電
の優先順位を選択させるステップを含む。さらに、該無接点充電の管理方法は、前記選択
された前記優先順位で前記各電子機器の充電が行われるように管理するステップを含む。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の無接点充電システムによれば、複数の電子機器を充電台に載置した場合に、ユ
ーザが各電子機器の充電状態情報を確認した直後に、充電の優先順位を指定することが可
能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る無接点充電システムの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る無接点充電システムの概要を模式的に示した図で
ある。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る無接点充電システムの動作の概要を示したフロー
チャートである。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る無接点充電システムの詳細な動作を示したフロー
チャートである。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る無接点充電システムの充電状態情報の一例を示す
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図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る無接点充電システムの充電スケジュールの一例を
示す図である。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る無接点充電システムの概要を模式的に示した図で
ある。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る無接点充電システムの充電状態情報の一例を示す
図である。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る無接点充電システムの充電スケジュールの一例を
示す図である。
【図１０】本発明の各実施形態における無接点充電を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　まず、本発明の実施形態の概要について説明する。なお、実施形態の概要の説明におい
て付記した図面参照符号は専ら理解を助けるための例示であり、図示の態様に限定するこ
とを意図するものではない。
【００１６】
　本発明の一実施形態における携帯端末３０は、図１に示すように、無接点充電器１０に
よる複数の電子機器２０ａ～ｂの充電を管理する携帯端末である。該携帯端末３０は、各
電子機器２０ａ～ｂと無線通信する無線通信部１９と、無線通信部１９を介して各電子機
器２０ａ～ｂの充電状態情報を取得する充電状態情報取得部２１、該充電状態情報をユー
ザに表示する充電状態情報表示部２２と、該ユーザに、複数の電子機器２０ａ～ｂの充電
の優先順位を選択させる充電優先順位選択部２３と、充電優先順位選択部２３で選択され
た優先順位で各電子機器２０ａ～ｂの充電が行われるように管理する充電管理部２４と、
を備えている。
【００１７】
　上記の構成により、携帯端末３０は、各電子機器２０ａ～ｂの充電状態情報を取得し、
取得した充電状態情報をユーザに提示する。ユーザは、各電子機器２０ａ～ｂの充電状態
情報を確認し、状況に応じて、充電する優先順位を指定することができる。そして、携帯
端末３０は、指定された優先順位により、各電子機器２０ａ～ｂの充電が行われるように
管理する。このように、複数の電子機器２０ａ～ｂを充電台に載置した場合に、ユーザは
、携帯端末３０の表示画面で各電子機器２０ａ～ｂの充電状態情報を確認した直後に、充
電する優先順位を携帯端末３０により指定することが可能になる。
【００１８】
　また、図４に示すように、上記の無線通信はブルートゥース規格によるものであり、携
帯端末３０がブルートゥースのマスタ機、複数の電子機器２０ａ～ｂがそれぞれブルート
ゥースのスレーブ機となり（Ｓ２１、Ｓ２２、Ｓ２３）、マスタ機が各スレーブ機の充電
を管理するようにしてもよい（Ｓ３２～Ｓ４１）。
【００１９】
　また、図５、図８に示すように、各電子機器２０ａ～ｂの充電状態情報は、各電子機器
２０ａ～ｂの電池残量情報を含むようにしてもよい。
【００２０】
　また、図７～９に示すように、上記携帯端末３０は、さらに、自身の充電を含めて管理
するようにしてもよい。
【００２１】
　本発明の一実施形態における無接点充電システム１は、図１に示すように、複数の電子
機器２０ａ～ｂを無接点で充電する無接点充電器１０と、無接点充電器１０による各電子
機器２０ａ～ｂの充電を管理する携帯端末３０と、を備えた、無接点充電システムである
。ここで、携帯端末３０は、各電子機器２０ａ～ｂと無線通信する無線通信部１９と、無
線通信部１９を介して各電子機器２０ａ～ｂの充電状態情報を取得する充電状態情報取得
部２１、取得した該充電状態情報をユーザに表示する充電状態情報表示部２２と、該ユー
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ザに、複数の電子機器２０ａ～ｂの充電の優先順位を選択させる充電優先順位選択部２３
と、充電優先順位選択部２３で選択された優先順位で各電子機器２０ａ～ｂの充電が行わ
れるように管理する充電管理部２４と、を備えている。
【００２２】
　また、図４に示すように、上記無線通信はブルートゥース規格によるものであり、携帯
端末３０がブルートゥースのマスタ機、複数の電子機器２０ａ～ｂがそれぞれブルートゥ
ースのスレーブ機となり（Ｓ２１、Ｓ２２、Ｓ２３）、マスタ機が各スレーブ機の充電を
管理するようにしてもよい（Ｓ３２～Ｓ４１）。
【００２３】
　また、図５、図８に示すように、各電子機器２０ａ～ｂの充電状態情報は、各電子機器
２０ａ～ｂの電池残量情報を含むようにしてもよい。
【００２４】
　また、図７～９に示すように、上記携帯端末３０は、さらに、自身の充電を含めて管理
するようにしてもよい。
【００２５】
　また、図１０に示すように、各電子機器２０ａ～ｂ（図１０の受信機（Ｒｅｃｅｉｖｅ
ｒ）に相当）は、それぞれ無接点充電器１０（図１０の送信機（Ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｒ
）に相当）に充電制御信号を無線送信することにより、無接点充電器１０から各電子機器
２０ａ～ｂに供給される電力伝送を制御するようにしてもよい。
【００２６】
　本発明の一実施形態における無接点充電の管理方法は、図３に示すように、複数の電子
機器２０ａ～ｂ（図１）に対する無接点充電を管理する無接点充電管理方法であって、各
電子機器２０ａ～ｂ（図１）の充電状態情報を取得するステップ（Ｓ１０、Ｓ１１、Ｓ１
２）と、取得した各電子機器の充電状態情報をユーザに表示するステップ（Ｓ１３）と、
該ユーザに、複数の電子機器の充電の優先順位を選択させるステップ（Ｓ１４）と、選択
された優先順位で各電子機器の充電（Ｓ１６、Ｓ１７）が行われるように管理するステッ
プ（Ｓ１５）と、を含む。
【００２７】
　以下、本発明の各実施形態について、図面を参照して詳しく説明する。
【００２８】
［第１の実施形態］
（第１の実施形態の構成）
　図１は、第１の実施形態に係る無接点充電システム１の構成を示すブロック図である。
無接点充電システム１は、無接点充電器１０と、無接点充電器１０により無接点で充電さ
れる複数の電子機器２０ａ～ｂと、各電子機器２０ａ～ｂの充電を管理する携帯端末３０
とで構成される。
【００２９】
　ここで、無接点充電器１０、及び複数の電子機器２０ａ～ｂは、ＷＰＣ（Ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ；ワイヤレスパワーコンソーシアム、以下「Ｗ
ＰＣ」とも言う）に準拠した機器が使用される。無接点充電では、無接点充電器１０側に
一次コイル、各電子機器２０ａ～ｂ側に二次コイルを設けて、一次コイル側に電流を流す
ことで発生する磁束を介して、二次コイル側に起電力を発生させる電磁誘導を用いている
。この電磁誘導により発生した起電力で、二次コイル側の電池を充電させている。この電
磁誘導の方式は、当初、各メーカによる独自開発のものが多く、メーカ間での機器の相互
利用ができないという問題があった。そのような問題を解消するため、ＷＰＣが立ち上げ
られ、メーカ間での相互利用を可能にするため、無接点充電互換性に関する国際標準規格
の策定が行われた。このＷＰＣにより策定された規格の詳細は、例えば、非特許文献１、
２に記載されている。
【００３０】
　携帯端末３０は、通話、電子メール、データ通信などの通常の携帯電話としての機能を
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有する携帯端末である。図１に示すように、携帯端末３０は、全体を制御するＣＰＵ（Ｃ
ｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１１を備え、バス１２を介して装置内
の各部と接続されている。このうち、記憶部１４は、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）及びＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）で構成され、ＣＰ
Ｕ１１が実行する各種のプログラムや、ユーザデータ、プログラムを実行する上で一時的
に必要とされるデータなどを格納している。
【００３１】
　記憶部１４に格納されているプログラムには、無接点充電機能に関連したプログラムで
ある、充電状態情報取得部２１、充電状態情報表示部２２、充電優先順位選択部２３、充
電管理部２４が含まれる。これらのプログラムの詳細については、後述する。また、これ
らのプログラムの全部又は一部は、ハードウェアで構成してもよい。
【００３２】
　また、携帯端末３０は、無接点充電される複数の電子機器２０ａ～ｂと無線通信するた
めの無線通信部１９を備えている。本実施形態では、無線通信部１９は、数ｍ程度の短距
離間の接続に使われるブルートゥース（登録商標；「ＢＴ」ともいう）が用いられ、無線
通信部１９は、ＢＴ回路で構成される。一方、各電子機器２０ａ～ｂも、ＢＴによる無線
通信に対応したＢＴ回路（不図示）を備えている。これにより、携帯端末３０と各電子機
器２０ａ～ｂ間では、ＢＴ接続による無線通信が行われる。尚、無線通信の方式は、ＢＴ
に限定されず、任意の方式を使用することが可能であり、例えば、赤外線方式を使用して
もよい。
【００３３】
　また、携帯端末３０は、図１に示すように、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　
Ｄｉｓｐｌａｙ）による表示部１７と、タッチパネル方式による操作部１６とを備えてい
る。
【００３４】
　次に、図２は、本実施形態に係る無接点充電システム１において、無接点充電を行う一
例を模式的に示した図である。図２に示すように、無接点充電される電子機器（図１の２
０ａ）としてイヤホンマイク２５、別の電子機器（図１の２０ｂ）としてマウス２６が、
無接点充電器１０の充電台の上に、載置されている。ここで、図２においても、無接点充
電器１０、イヤホンマイク２５、マウス２６は、ＷＰＣに準拠した機器である。また、無
接点充電器１０には、コンセント２７を介して電力供給が行われる。また、無接点充電器
１０は充電ＬＥＤ２８を有し、充電期間中は充電ＬＥＤ２８を点灯し、充電中であること
をユーザに通知する。
【００３５】
　また、携帯端末３０は、ユーザに保持された状態で操作部（図１の１６）により操作入
力が行われる。また、携帯端末３０とイヤホンマイク２５、携帯端末３０とマウス２６と
は、それぞれＢＴ接続されている。
【００３６】
（第１の実施形態の動作）
　次に、図３を参照しながら、第１の実施形態に係る無接点充電システム１の動作の概要
について、説明する。図３は、図１の構成による無接点充電システム１の動作を示すフロ
ーチャートである。図３の左側の列は携帯端末３０の動作を、真ん中の列は電子機器２０
ａの動作と、右側の列は電子機器２０ｂの動作を、それぞれ示している。また、図３中の
破線は、携帯端末３０の無線通信部１９と各電子機器２０ａ～ｂの無線通信部（不図示）
間の無線通信により、やり取りされるデータや制御情報の流れを示している。
【００３７】
　まず、図３において、充電される各電子機器２０ａ～ｂは、それぞれ携帯端末３０に対
して自身の充電状態情報を送信する（Ｓ１１、Ｓ１２）。携帯端末３０の充電状態情報取
得部（図１の２１）は送信された各電子機器２０ａ～ｂの充電状態情報を取得する（Ｓ１
０）。ここで、図３中のＳ１０～１２における破線は、充電状態情報の送信を示している
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。
【００３８】
　次に、携帯端末３０の充電状態情報表示部（図１の２２）は取得した充電状態情報を表
示部１７に表示する（Ｓ１３）。次に、携帯端末３０の充電優先順位選択部（図１の２３
）は、複数の電子機器２０ａ～ｂの充電の優先順位をユーザに選択させる（Ｓ１４）。こ
こで、ユーザは、表示された充電状態情報に基づいて、１番の優先順位を電子機器２０ａ
に、２番の優先順位を電子機器２０ｂに選択したとする。
【００３９】
　次に、携帯端末３０の充電管理部（図１の２４）は、各電子機器２０ａ～ｂの充電を管
理する（Ｓ１５）。具体的には、優先順位が１番目に選択された電子機器２０ａに対し充
電開始の制御信号を送信し、電子機器２０ａにて充電が行われるように制御する（Ｓ１６
）。充電が完了すると、電子機器２０ａから充電完了のメッセージが携帯端末３０に送信
される。次に、優先順位が２番目に選択された電子機器２０ｂに対し充電開始の制御信号
を送信し、電子機器２０ｂにて充電が行われるように制御する（Ｓ１７）。充電が完了す
ると、電子機器２０ｂから充電完了のメッセージが携帯端末３０に送信される。以上が、
第１の実施形態に係る無接点充電システム１の動作の概要である。
【００４０】
　次に、図４～６を参照しながら、第１の実施形態に係る無接点充電システム１のより詳
細な動作について、説明する。図４は、第１の実施形態に係る無接点充電システム１の詳
細な動作を示すフローチャートである。図４では、充電される電子機器２０ａとしてイヤ
ホンマイク（図２の２５）、別の電子機器２０ｂとしてマウス（図２の２６）が使用され
た場合を想定している。尚、図４においても図中の破線は、携帯端末３０の無線通信部１
９とイヤホンマイク２５、マウス２６の無線通信部（不図示）間の無線通信において、や
り取りされるデータや制御情報の流れを示している。
【００４１】
　図４において、まず、携帯端末３０とイヤホンマイク２５、携帯端末３０とマウス２６
は、それぞれペアリングを行い、ＢＴ接続が確立された状態となる（Ｓ２０）。このＢＴ
接続により、携帯端末３０はＢＴのマスタ機に、イヤホンマイク２５はＢＴのスレーブ機
１に、マウス２６はＢＴのスレーブ機２となる（Ｓ２１～２３）。ＢＴのマスタ機となっ
た携帯端末３０は、以後、無接点充電システム１を管理する。
【００４２】
　次に、携帯端末３０の充電状態情報取得部（図１の２１）は、イヤホンマイク２５、マ
ウス２６から順次、充電状態情報として電池容量と電池残量の情報を取得し、記憶部１４
のＲＡＭ（不図示）に格納する（Ｓ２４～２６）。
【００４３】
　次に、イヤホン２５とマウス２６が、それぞれ無接点充電器１０の充電台に載置される
と、携帯端末３０にＢＴ経由で割り込みを通知する（Ｓ２８、Ｓ２９）。携帯端末３０は
通知された割り込みを検出する（Ｓ２７）。携帯端末３０は、割り込みを検出すると、「
充電管理プログラム」を起動する。「充電管理プログラム」は、図１の充電状態情報表示
部２２、充電優先順位選択部２３、充電管理部２４の機能を含んだプログラムである。　
【００４４】
　次に、携帯端末３０の充電状態情報表示部（図１の２２）は、図５に示すように、取得
した電池容量と電池残量の情報を携帯端末３０の表示部（図１の１７）のＬＣＤ表示画面
５０に表示する（Ｓ３０）。
【００４５】
　ここで、図５は、無接点充電器１０の上に載置された電子機器が、イヤホンマイク２５
とマウス２６の２つであり、イヤホンマイク２５については電池容量が３００ｍＡｈ、電
池残量が残２０％であり、マウス３０については電池容量が４００ｍＡｈ、電池残量が残
５０％であることを示している。
【００４６】
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　次に、図４に戻り、携帯端末３０の充電優先順位選択部（図１の２３）は、ユーザに充
電の優先順位を選択させる（Ｓ３１）。具体的には、図５に示すように、「充電の優先順
位を高くする機器をタッチして下さい。」というメッセージを表示し、ユーザに充電の優
先順位の選択を促す。ユーザは、図５の充電状態情報を見て、例えば、電池残量が少ない
イヤホンマイク２５の充電の優先順位を高くしたほうがよいと判断し、図５のＬＣＤ表示
画面５０の「イヤホンマイク」をタッチする。すると、図５のＬＣＤ表示画面５０で「イ
ヤホンマイク」が強調表示される（図５では不図示）。
【００４７】
　続いて、ユーザが「設定ＯＫ」を押下すると、図６に示す「充電管理プログラム」によ
る無接点充電の充電スケジュールが表示される。図６の充電スケジュールには、図５の充
電状態情報（電池容量、電池残量）に加えて、設定された充電優先順位、開始時刻、予想
終了時刻が表示される。充電スケジュールの充電優先順位には、充電優先順位選択部２３
で選択された優先順位が設定されていることが分かる。ユーザは該充電スケジュールを確
認し、ＯＫならば、「充電開始」を押下する。一方、優先順位の設定をやり直したい場合
には、「設定画面に戻る」を押下し、図５のＬＣＤ表示画面５０に戻り、優先順位の設定
をやり直す。
【００４８】
　次に、図４に戻り説明を続ける。図４の以降のステップ（Ｓ３２～４１）では、携帯端
末３０の充電管理部（図１の２４）が、設定された優先順位による無接点充電を管理する
。具体的には、まず、充電管理部（図１の２４）は、１番の優先順位であるイヤホンマイ
ク２５に対して、その開始時刻（図６の開始時刻）に、充電開始要求を送信する（Ｓ３２
）。イヤホンマイク２５は、充電開始要求を受信すると、充電を開始する（Ｓ３３）。次
に、イヤホンマイク２５は満充電の状態になったか否かを判定する（Ｓ３４）。満充電で
ないと判定された場合（Ｓ３４でＮｏの場合）には、充電を継続する。一方、満充電にな
ったと判定された場合（Ｓ３４でＹｅｓの場合）には、携帯端末３０に対し、充電完了通
知を送信する（Ｓ３６）。携帯端末３０はイヤホンマイク２５から充電完了通知を受信し
、イヤホンマイク２５の充電完了を検出する（Ｓ３５）。
【００４９】
　次に、携帯端末３０の充電管理部（図１の２４）は、２番の優先順位であるマウス２６
に対して、その開始時刻（図６の開始時刻）に、充電開始要求を送信する（Ｓ３７）。マ
ウス２６は、充電開始要求を受信すると、充電を開始する（Ｓ３８）。次に、マウス２６
は満充電の状態になったか否かを判定する（Ｓ３９）。満充電でないと判定された場合（
Ｓ３９でＮｏの場合）には、充電を継続する。一方、満充電になったと判定された場合（
Ｓ３９でＹｅｓの場合）には、携帯端末３０に対し、充電完了通知を送信する（Ｓ４１）
。携帯端末３０はマウス２６から充電完了通知を受信し、マウス２６の充電完了を検出す
る（Ｓ４０）。以上のようにして、無接点充電システム１において、無接点充電が行われ
る。
【００５０】
　次に、図４のステップＳ３３、Ｓ３８において、各電子機器で、無接点充電器１０から
の充電（電力伝送）を開始させる制御方法について、図１０を参照しながら、詳細に説明
する。図１０は、非特許文献１の図２を引用したものであり、ＷＰＣで規定された送信機
（Ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｒ）と受信機（Ｒｅｃｅｉｖｅｒ）の間で行われるシステム制御
を表している。ここで、送信機は、電力を供給する側の装置であり、図２では、無接点充
電器１０に相当する。一方、受信機は、充電される側の装置であり、図２では、各電子機
器（イヤホンマイク２５、マウス２６）に相当する。このように、ＷＰＣに準拠した無接
点充電器１０と各電子機器（イヤホンマイク２５、マウス２６）とは、図１０に示された
手順でシステム制御が行われる。
【００５１】
　図１０を参照すると、「Ｓｔａｒｔ」の段階で、（１）送信機は受信機確認信号を送信
する。次に、「Ｐｉｎｇ」の段階で、（２）受信機は信号強度を送信し、存在を知らせる
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。（３）送信機は、受信機の信号を検出する。次に、「ＩＤ＆Ｃ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ　＆　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）」の段階で、（４）受信機は伝送方式と必
要な電力などの情報を送信する。最後に、「ＰＴ（Ｐｏｗｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ）」の
段階で、（５）送信機は電力送信の準備を行い、（６）受信機は、送信機に充電を開始さ
せる充電制御信号を送信する。これにより送信機から受信機への電力伝送が開始される。
その後、随時、受信機から送信機に、充電状況の情報が送信される。
【００５２】
　図１０に示したように、ＷＰＣに準拠した装置間では、ステップＳ３３、Ｓ３８におけ
る「充電開始」の制御は、図１０のＰＴの段階で、受信機側（図２のイヤホンマイク２５
、マウス２６など）から送信機側（図２の無接点充電器１０）に送信される充電制御信号
により行われる。従って、ＢＴマスタ機である携帯端末３０は、各電子機器（イヤホンマ
イク２５、マウス２６）のみを管理すればよく、無接点充電器１０を制御する必要はない
。無接点充電器１０に対する制御は、図１０で示したＷＰＣ仕様に基づき、各電子機器が
システム制御を実行してくれるからである。
【００５３】
　尚、ユーザによる充電の優先順位の選択（ステップＳ３１）は、電池残量の少ない電子
機器の優先順位を高くする場合について説明したが、それに限定されず、その時々のユー
ザの都合に応じて、自由に選択することができる。例えば、マウス２６を携帯して仕事に
向かう必要がある場合には、ユーザはマウス２６の充電の優先順位を高くしたいという要
求があり、その場合には、マウス２６の充電の優先順位を高くする設定を行うようにして
もよい。
【００５４】
　また、充電される電子機器（スレーブ機）の中に携帯電話が含まれており、すぐに使用
する可能性が高いと予測される場合には、ユーザは、状況に応じて、その携帯電話の充電
の優先度を高く設定するようにしてもよい。
【００５５】
　また、本実施形態では、充電状態情報が、電池容量と電池残量である場合について説明
したが、それに限定されない。例えば、最終の充電日時の情報を使用するようにしてもよ
く、最終の充電日時から日時があまり経過していない場合には、ユーザは、充電の優先順
位を低くしてもよいと判断することができる。
【００５６】
　また、携帯端末３０（ＢＴマスタ機）は、充電される各電子機器（ＢＴスレーブ機）の
充電状態情報として、各電子機器の消費電力を取得し、消費電力に応じて充電レート（充
電電流）を変化させ、各電子機器に適した充電電流で充電するように、各電子機器の充電
を管理することも可能である。
【００５７】
　また、本実施形態では、図５に示すように充電状態情報を表示し、ユーザに優先順位を
選択しているが、電池残量に基づいて、ディフォルトの優先順位を算出して表示した後、
必要に応じてユーザに優先順位を変更させるように構成してもよい。
【００５８】
　以上説明したように、第１の実施形態に係る無接点充電システム１によれば、複数の電
子機器を無接点充電器１０の充電台に載置した場合に、ユーザが各電子機器の充電状態情
報（図５の電池残量など）を確認した直後に、充電の優先順位を指定することが可能にな
る。特許文献１に記載された充電装置では、充電の優先順位のオン／オフ設定を、充電さ
れる各電子機器側で行う構成を取っているため、ユーザのその時々の状況に応じて、優先
順位の設定を即座に変更することができないという問題があったが、本実施形態による無
接点充電システムによれば、ユーザが各電子機器の充電状態情報を確認した直後に、各電
子機器の充電の優先順位を指定することができるので、上記した特許文献１の問題を解消
することができる。
【００５９】
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　また、複数の電子機器の充電を管理するために、特別な管理装置を設ける必要がなく、
広く普及している携帯端末を用いて、複数の電子機器の充電を管理することができるとい
う利点がある。
【００６０】
　また、ＢＴマスタ機である携帯端末３０が、ＢＴスレーブ機（イヤホンマイク２５、マ
ウス２６など）の充電を管理することで、無接点充電器１０において充電が競合した場合
でも、ユーザにより充電を優先させるＢＴスレーブ機（電子機器）を選択させ、選択され
た優先順位で順次充電が行われるように管理することができる。
【００６１】
　また、本実施形態による無接点充電システム１は、無接点充電器１０および充電される
各電子機器が、ＷＰＣに準拠した装置である場合が、特に好適である。ＷＰＣに準拠した
装置は、図１０に示すように、充電される各電子機器側から、充電開始の制御を行うこと
が可能であるからである。即ち、本実施形態を実施するためには、ＢＴマスタ機となる携
帯端末３０に、充電状態情報取得部２１、充電状態情報表示部２２、充電優先順位選択部
２３、充電管理部２４のプログラムをインストールするだけでよく、無接点充電器１０お
よび充電される各電子機器に対しては、何も用意する必要がない。
【００６２】
［第２の実施形態］
　次に、第２の実施形態に係る無接点充電システム２について、図７～９を参照しながら
説明する。図７は、本実施形態に係る無接点充電システム２において、無接点充電を行う
一例を模式的に示した図である。図７を図２（第１の実施形態）と比較すると分かるよう
に、第２の実施形態では、ＢＴマスタ機である携帯端末３０は、自身の充電を含めて管理
することができる。図７に示すように、携帯端末３０は、イヤホンマイク２５、マウス２
６と共に無接点充電器１０の充電台に載置され、無接点充電器１０から充電することがで
きる。上記以外の構成および動作については、第１の実施形態と同じであるため、重複す
る説明は省略する。
【００６３】
　図８は、第２の実施形態に係る無接点充電システム２の充電状態情報の一例を示す図で
ある。図８を図５（第１の実施形態）と比較すると分かるように、図８では、ＢＴマスタ
機である携帯端末３０の充電状態情報が追加されている。ここでは、ユーザは、該充電状
態情報を見て、電池残量に応じて優先順位を選択するものとする。即ち、電池残量の少な
い順（イヤホンマイク２５、マウス２６、携帯端末２７の順）に、優先順位を選択する。
ユーザは、まず、充電の優先順位を１番にする機器をタッチし、次に、充電の優先順位を
２番にする機器をタッチする。
【００６４】
　図９は、図８で選択された優先順位に基づいて設定された充電スケジュールを示してい
る。ユーザは、この充電スケジュールでＯＫならば、「充電開始」を押下する。一方、優
先順位の設定を変更したい場合は、「設定画面に戻る」を押下し、図８に示された画面で
優先順位の設定をやり直す。「充電開始」が押下された場合は、充電管理部２４により、
イヤホンマイク２５、マウス２６、携帯端末２７の順番で、充電が行われるように管理さ
れる。
【００６５】
　以上説明したように、第２の実施形態に係る無接点充電システム２によれば、第１の実
施形態の効果に加えて、ＢＴマスタ機自身の充電を含めて無接点充電を管理することがで
きるという効果が得られる。
【００６６】
　また、各実施形態において、充電状態情報取得部２１、充電状態情報表示部２２、充電
優先順位選択部２３、充電管理部２４は、記憶部１４にプログラムとして格納され、コン
ピュータ（図１のＣＰＵ１１）によって呼び出されて実行される。また、そのプログラム
は、ネットワークを介してダウンロードするか、或いは、プログラムを記憶した記憶媒体
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【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明は、複数の電子機器を無接点で充電する無接点充電システムに適用可能である。
特に、ＷＰＣ（ワイヤレスパワーコンソーシアム）に準拠した無接点充電システムに好適
である。
【００６８】
　なお、本発明の全開示（請求の範囲及び図面を含む）の枠内において、さらにその基本
的技術思想に基づいて、実施形態の変更・調整が可能である。また、本発明の請求の範囲
の枠内において種々の開示要素（各請求項の各要素、各実施形態の各要素、各図面の各要
素等を含む）の多様な組み合わせないし選択が可能である。すなわち、本発明は、請求の
範囲及び図面を含む全開示、技術的思想にしたがって当業者であればなし得るであろう各
種変形、修正を含むことは勿論である。
【符号の説明】
【００６９】
１、２：無接点充電システム
１０：無接点充電器
１１：ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
１２：バス
１４：記憶部
１６：操作部
１７：表示部
１９：無線通信部（ＢＴ回路）
２０ａ～ｂ：電子機器
２１：充電状態情報取得部
２２：充電状態情報表示部
２３：充電優先順位選択部
２４：充電管理部
２５：イヤホンマイク
２６：マウス
２７：コンセント
２８：充電ＬＥＤ
３０：携帯端末
５０：ＬＣＤ表示画面
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【図７】 【図８】
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